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・「イニシエーション・スピーチ」

＊ 2月 11 日は祝日のため休会です。

持ち回り理事会報告

持ち回り理事会にて「2026-27 年度　地区補助金

申請　プロジェクト名：仮」お福分け会」を申請す

ることが承認された。

「米山奨学生　報告」

米山奨学生

グエン フェン ゴツクジユウ さん

第 1563 回例会 2026 年 2 月 4 日発行（No.1503）

本日の卓話（2月 4日） 次回の卓話（2月 18 日）

第３回 クラブフォーラム

テーマ「創立35周年事業について」

「例会を録画したデータが事務局にあります」

曽我 キャロル 会員

・オープン・ビュッフェ例会

1 月 28 日　第 1562 回例会報告

会長報告

1．すでにご連絡済ではありますが、再度、改めて

お知らせいたします。

チャーターメンバーでありました秋本康彦会員、

河合　洋会員が残念ながら退会されました。当

クラブでの様々な活動に貢献いただき多くの功

績を残されました。

今後は別のかたちにて関わり、お付き合いがで

きればと思います。

幹事報告

1．本日は、「第 3 回　クラブフォーラム　テーマ：

創立 35 周年事業について」を行います。例会終

了予定時間は 14:00 となります。

出　　席

会員数：35名　出席数24名　欠席数：9名

出席免除者数：2名　　出席率：72.73％

クラブゲスト：島田延幸様（田上幹事ゲスト）

石下貴大様

（星野会員・三浦会員ゲスト）

古川陽登様（山路副会長ゲスト）

小澤萌衣様（山路副会長ゲスト）



ニコニコＢＯＸ

＊長久保スミ子会員

本日、新会員の方の面接をしました。

＊飯塚貞子会員

島田さん、石下さん、古川さん、小澤さん

ようこそ！東京本郷ロータリークラブへ。

＊青木　秀会員

誕生日祝い、ありがとうございます。

＊松下和正会員

フォーグレインに夫婦二組で行って来ました。

料理、雰囲気ともに最高でした！　堀さんもお元

気でした！　いずれ予約できなくなりそうなので

お早目に！

＊山路敏之会員

①オイコス古川さん、小澤さん、今日はありがと

うございます。

②本日のクラブフォーラムよろしくお願いしま

す。

③小林総支配人、フォーグレインとても美味し

かったです。皆さん是非！

＊澤部利藏会員

ラブラッド、お願いします！

＊星野大記会員

石下さん、ようこそいらっしゃいました！

ROTARY ROTARY ROTARY ROTARY ROTARY

ニコニコＢＯＸ	 40,000 円

累　　計	 633,745 円

＊三城夏子会員

誕生日祝い、ありがとうございます。

＊曽我キャロル会員

誕生日祝い、ありがとうございます。

世界中で活躍する「行動人」

ロータリー Web「ニュース＆特集記事」より抜粋

（https://www.rotary.org/ja/）

フィリピン

フィリピンの大学では、イロイロ・ロータリーク

ラブからの支援によって、電気自動車の技術者を

養成する自動車修理プログラムが拡大しています。

ロータリー財団グローバル補助金 32,000 ドルの支

援で 300 人以上の学生と教員に設備を提供した、と

話すのは、同クラブの会員で大学の広報を担当する

ハーマン・ラゴンさんです。大学ではまた、2028 年

まで毎年 120 人の研修生を受け入れることを目標に、

若者や成人を対象にした地域密着型の研修も計画し

ています。クラブは、この活動で韓国の南原中央ロー

タリークラブと協力しました。「この補助金は、貧

しいが意欲ある学生たちの勉学を後押しするだけで

なく、地域社会への真の奉仕でもあります」とラゴ

ンさんは言います。

メキシコ

メキシコシティの地下鉄の「サンタ・マルタ」駅

には、水差しを持った守護聖人マルタの標識が掲げ

られています。しかし、首都郊外にあるサンタ・マ

ルタ・アカティトラという集落では、多くの家庭で

飲料水が不足しており、水道システムの老朽化と長

引く干ばつによって問題が悪化しています。去る 10

月、シウダー・デ・メヒコ・ロータリークラブの会

員が、この集落の 110 世帯に浄水フィルタを配布。

浄水フィルタ 1 基 50 ドルの費用は、米国カンザス

州のレネクサ・ロータリークラブと一人の篤志家が

寄付し、このクラブの近郊にある慈善団体「Woodland 

Public Charity」が配付の手配を行いました。メキ

シコのロータリアンが称賛するこのパートナーシッ

プは、同国の中部に壊滅的な被害をもたらした 2017

年の地震の救援活動でも大きく貢献しました。メキ

シコシティのクラブの元会長で、第 4170 地区ガバ

ナーエレクトのオスカー・リベラ・ロドリゲスさん

は、「安全な水を必要としている家族を支援するこ

とで、人びとの健康を改善するだけでなく、クラブ

と地域社会との間に永続的な関係が築かれる」と話

します。「このプロジェクトは、ロータリーの真髄、

すなわちパートナーシップ、持続可能性、目に見え

るインパクトをもたらす奉仕を体現しています」

米国

20 年以上にわたり、ネバダ州全域で開催される毎

年恒例の無料フィッシングデーには、子どもたちが

夢中になって釣りを楽しみます。スパークスの街で

は、昨年 6 月、スパークス・ロータリークラブが主

催するイベントで 2,000 人以上がマリーナのほとり

に集まり、街を賑わせました。ロータリアンと地域

のボランティアが協力して 1,200 本の竿を無料で貸

し出し、釣りのコツやホットドッグ、アイスクリー

ム、飲み物を提供。クラブは 2002 年以来、この「子

ども無料釣りデー」を開催してきました。このイベ

ントを創設した一人、クラブ会員のドン・ウェルシュ

さんは、混雑するメインイベントに参加しづらい障

がいのある人びとのために、特別な釣りの日を追加

企画。その中には彼の娘レベッカさんも含まれてい

ました。スパークスの現市長でクラブ会員のエド・

ローソンさんは、州議会に働きかけ、特別に釣りを

許可する日を 1 日追加。この日を「レベッカと一緒

に釣りを（Fishing with Rebecca）」と名付けました。


